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研究成果の概要（和文）：外国語としてのフランス語のクラスにおいて言語・文化に関する「表

象」の（再）構築・伝達プロセスは目標言語の「ことばの知」の伝達とどのように関わるのかを、

「会話分析」の視点――会話参加者と対象物の関係、あるいはそれらに関わる「表象」はアプリ

オリには存在せず、ことばのやり取りの中で、あるいはそれによって初めて構築され、また再構

築されると考えるダイナミックな言語インタアクションの視点――から明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）：This research aims to clarify how the (re)construction and transmission 

processes of the “representations” of French language and culture are articulated through teaching and 

learning activities in the classroom. From a dynamic viewpoint based on conversational analysis, we 

showed that, like the teacher-learner relationship as well as the relations that these participants attach to 

the object, the “representations” do not exist a priori; they are constructed or reconstructed in and by 

in-class verbal interaction.  
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１．研究開始当初の背景 

本研究の研究開始当初の背景には次のふた

つがある。 

（１）ひとつは、本研究代表者（石川）がパ

リ第三＝新ソルボンヌ大学外国語としての

フランス語教育論専攻博士課程在学中より

所属する研究グループ Cediscor（一般および

特殊ディスクール研究センター）-SYLED（言

語体系、発話とディスクール）、DELCA（教

育のディスクール、接触の場のことば、言語

習得／獲得）-SYLED、DELCA-DILTEC（言

語、テクスト、文化の教育）でおこなってき

た研究、さらに日本学術振興会平成 15・16・

17 年度科学研究費補助金「萌芽研究」（課題
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番号：15652036、研究課題：「仏語クラスに

おける「知」の伝達プロセスについてのディ

スクール分析の視点からの研究」、単独研究、

役割：研究代表者）でおこなった研究である。

これらの研究において本研究代表者（石川）

はフランス語クラスを取り上げ、そこに現れ

る言語インタアクションによって構成され

るディスクールの中で、あるいはそれによっ

て「ことばの知」が教師から学習者にどのよ

うに伝達されるのかを明らかにした。 

（２）もうひとつの学術的背景は、同様の認

識論的枠組みを援用して本研究代表者（石

川）がおこなった、日本学術振興会平成 18・

19・20 年度科学研究費補助金「基盤研究（C）

（一般）」（課題番号：18520442、研究課題：

「仏語クラスにおける会話参加者のアイデ

ンティティと関係性の（再）構築についての

研究」、単独研究、役割：研究代表者）およ

び日本学術振興会平成 19・20 年度科学研究

費補助金「二国間共同事業・セミナー日仏交

流促進事業（SAKURA プログラム）共同研

究」（課題番号：なし、研究課題：「日本人の

仏語習得：「オモグロット」と「アログロッ

ト」のコンテクストの仏日比較研究」、共同

研究、役割：日本側研究代表者）である。こ

れらの研究では、本研究代表者（石川）は、

同様にフランス語クラスを取り上げ、言語イ

ンタアクションによって構成されたディス

クールによって、「ことばの知」の伝達と会

話参加者（＝教師と学習者）のアイデンティ

ティ（再）構築とはどのように関わるのか

（「基盤研究（C）（一般）」）、また「こと

ばの知」の伝達はディスクールが発せられる

コンテクストからどのような影響を受け、ま

たコンテクストの形成にどのような影響を

与えるのか（「SAKURA プログラム」）を明

らかにした。 

 

２．研究の目的 

上記「１．」に挙げたこれまでおこなってき
た研究から、新たな仮説が導き出された。そ
れは、言語・文化に関する「表象」は「こと
ばの知」の伝達にも、会話参加者間関係性
（再）構築にも、さらにはディスクールとコ
ンテクストとの相互干渉にも関与しており、
言語インタアクションによってこの「表象」
が（再）構築・伝達されることによって「こ
とばの知」に一定の意味（あるいはイメージ）
が付与され、会話参加者間関係性（再）構築
され、さらにはディスクールとコンテクスト
との相互干渉にも一定の意味が付与される
のではないかという仮説である。本研究では、
この仮説を考察の出発点とし、視点の中心を
言語・文化に関する「表象」の（再）構築・

伝達プロセスに移して、これまでおこなって
きた研究をさらに発展させた。 

 

３．研究の方法 

まず、分析の対象となる会話を収集する。コ
ーパス（分析資料体）は、すでにパリ第三＝
新ソルボンヌ大学言語・文化教育論博士論文
（Ishikawa 2001b）執筆のために収集したもの、
日本学術振興会平成 15・16・17 年度科学研
究費補助金「萌芽研究」および日本学術振興
会平成 19・20 年度科学研究費補助金「二国
間共同事業・セミナー日仏交流促進事業
（SAKURA プログラム）共同研究」遂行のた
めに日本国内のいくつかの大学で収集した
ものがあるが、分析結果にさらに一般性をも
たせるために、国内外の外国語教育機関で広
く収集した。会話収集にあたっては、transcript

（テープ起こし）の際に発話の話者を特定し
やすくするために、デジタルヴィデオカメラ
を使った。Transcript（テープ起こし）によっ
てできたコーパス（分析資料体）は、ことば
の検索をしやすくするために、データベース
としてコンピュータに保管した。テープ起こ
しの作業と平行して、フランス語教育論、「会
話分析」、インタアクション、ディスクール
分析、言語・文化に関する「表象」の研究に
関わる基本文献（フランス語教育論、「会話
分析」、インタアクション、ディスクール分
析、言語・文化に関する「表象」に関係する
図書：本申請で申請する消耗品）の入手と
（再）講読を進めた。また、作成できたコー
パス（分析資料体）を、言語インタアクショ
ンの中で、あるいはそれによって、フランス
の言語・文化に関する「表象」はどのように
構築（あるいは再構築）されるのかという視
点から分析した。 
 
４．研究成果 
外国語としてのフランス語クラスは、単に
「ことばの知」あるいはそれに関わる「社会
文化的知」の伝達の場ではなく、伝達行為を
通して会話参加者（教師と学習者）の関係が
（再）構築され、その（再）構築の作業を通
じてフランス語の言語・文化に関わる「表象」
も（再）構築される場であることを実証的に
明らかにすることができた。特に、（１）「ア
ンテラクショニスト」がこれまで主たる分析
対象としてこなかった外国語としてのフラ
ンス語のクラスのディスクールを「記述のア
クティヴィティ」という考え方から分析する
こと、（２）「ディスクール分析フランス学派」
の主たる関心事であった知の伝達プロセス
と、「アンテラクショニスト」あるいは「会
話分析」の問題であった言語・文化に関する
「表象」の（再）構築・伝達プロセスとの関
連を明らかにすること、さらに、（３）その
ように「アンテラクショニスト」と「ディス



 

 

クール分析フランス学派」との理論的融合可
能性を思索しながら、境界領域に位置する問
題をダイナミックに考察することができた。 
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